	  平成２８年度（２０１６年度）

社会福祉法人　いなほ福祉会

 ワークショップゆう  事業報告書


１．基本方針
　基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに人格を尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす。作業所生活を通して経験や生活の幅を広げ、豊かで充実した生活につながる実践を大切にする。」実践に努めた。
２．利用定員と利用実績（平成２９年３月３１日現在）
　　　　　 定員　２０名　　　　利用登録者　２４名
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	21
	20
	22
	21
	21
	21
	21
	21
	21
	20
	20
	23
	252

	延利用人数
	439
	418
	448
	395
	403
	400
	414
	403
	417
	392
	397
	458
	4,984

	１日平均
	19.5
	19.4
	20.5
	18
	18.2
	19.7
	19.5
	19.2
	19.5
	19.7
	19.8
	20.6
	19.8


                                                 　　　　　　　　　          　平成２７年度 ＝ 19.5人
３．職員体制（平成２９年３月３１日現在）
	職　種
	定　数
	現員
	内　訳

	
	
	
	常勤
	非常勤

	管　理　者
	１名
	１名（兼務） 
	１名
	

	サービス管理責任者（主任）
	１名
	１名 
	１名
	

	生活支援員
	１名
	１名 
	１名
	

	職業指導員
	１名
	４名 
２名（兼務）
	（１名）
	４名
（１名）

	目標工賃達成指導員
	１名
	１名 
	１名
	

	調　理　員
	（１名）
	１名 
１名（兼務）
	
	２名

	送　迎　員
	（１名）
	１名
	
	１名

	嘱　託　医
	（１名）
	―
	―
	（１名）

	      計
	５名
	１１名 
	４名
	７名


４．Ｈ２８年度の重点方針の結果
働くことや作業所での生活体験を通して、利用者が見通しをもって労働や生活に関われることを大切にする“ゆるやかな就労”という方針を堅持しつつ、利用者２０人（平均利用者数１９．８人）の小集団としての集団相互作用の効果を高め、豊かな生活を実感できる支援の組み立てに努めた。
①製パン、製菓事業の充実をめざします。
「工賃向上計画」により作業技術の習熟度を高めながら、食パン・メロンパン等の製造量のアップや販売効率の見直しを図った。
売上高については、目標７３０万円に対し実績７５８万円と目標を達成し、売上は昨年度より２５万円増額出来た。昨年度は収支差額の剰余金を５８万円出す事が出来、夏のボーナスで利用者へ基本１５，０００円の分配をすることが出来、これまでの中で一番高いボーナス支給となった。年間平均工賃額も初めて１１，０００円を超える事が出来た。
②福祉専門職員としての人材育成をすすめます。
支援職員全体での会議を活用した学習、成人分野事業所への見学研修、成人分野職員での合同
職員会議を設け、職員の問題意識や専門性の向上に向けた機会を設けた。
「アセスメント」「個別支援計画」「モニタリング」「ケース検討」「計画修正」の一連の精度を
高めることに努めた。特に、本人が主体となって自信や意欲につなげられるよう努めた。
行動障害支援者養成研修（連続研修）への参加を通し、職員全体でのケース検討や連携した支援
体制につなげられる事ができた。
③障害の特性や症状に応じた環境を整え、きめ細やかな支援が行えるよう、小集団での取り組みについて検討をすすめます。

狭さゆえの過ごし難さを解消が出来るよう、ミーティング室の活用や第２通園くじらの空き時間
を利用して過ごせる空間を広げられるよう工夫は行っている。しかし、根本的な環境の改善には至らず、広い場所への移転などを視野に入れた改善の必要性がある。
静かに過ごしたい方や１日を通して作業参加が難しい方への取り組みは現状維持となった。成
人分野合同職員会議では出張所の活用の提案もあり、活用等に向けた検討を今後も継続していく。
また、支援学校卒業後の進路先として通所希望を受けているが、環境の狭さから増員が難しく３
年受け入れを断った状況が続いている。
環境の改善や一部利用者に向けた取り組み内容の見直し、希望者の受入が可能となるよう事業展
開に向けた検討を進める必要性が高まってきている。
〔 作業支援 〕
移転して７年が経過。安定した製造、作業技術の向上、廃棄を減らす事に重点をおいてすすめた。「工賃向上計画」に基づき、下記のとおり、製パン、製菓事業の充実をめざした。
１）製パン、製菓部門
・豆パンは給食パンでの受注がなくなり、昨年度に比べると半分の販売数と減少している。
・例年減少傾向にあったゆぅキーは約５００個増の販売となった。
・製造量が限られていたメロンパンは生産技術が向上し、１万個余りを販売する事が出来た。
・他の商品も少しの増減があるものの、安定した製造販売が出来ている。

・昨年同様、利益率の高いメロンパンや食パンが安定して販売出来た事は収益をアップする事につながっている。
２）物品販売、事務部門

・物品販売は、引き続きいなほ作業所とエリアを分担して取組むことができた。

・就労会計と予約受付、集計、請求の実務として、事務部門（おふぃしゅぅ）を充実させた。
・事務部門の技術向上により、受注や生産量の把握、販売時の伝票準備、売上計算等が円滑にすすめられるようになっている。
　３）就労支援
　　　・一般就労をしている利用者の方の就労が継続出来るよう、相談支援を継続して行った。
　　　・東牟婁圏域障害者就業・生活支援センターあーちと連携しながら、１名の利用者が一般就労につながる事が出来た。
〔 生活支援 〕
１）利用者・家族の要望（苦情）について、作業所実践や諸行事等での利用者・家族の要望（苦情）を傾聴し、利用者本位の作業所運営となるよう取り組み、要望（苦情）に対しては迅速な対応を行った。
２）土曜日の取り組みを継続し、平日に取り入れにくい余暇活動を通して、生活体験の幅が広がるように活動内容を工夫した。
　　　利用者数が増えたことにより大きな集団での行動となり、内容や利用場所の範囲に制約が出てくる等の課題がある。毎月１回の土曜日の活動は、社会経験を広げる為の重要な位置づけとなっている。また、利用者の楽しみとなっており、今後も内容をさらに充実させていく必要性がある。
＜ドヤサー（土曜取り組み）実績＞
	　　４／１６
	本宮大社周辺ウォーク＆温泉卵を作ろう【本宮大社・熊野古道・湯峰温泉】

	　　５／２８
	つくしんぼ歌謡祭　【体育文化会館】

	　　７／９
	アクセサリーを作ろう＆外食　＜大雨洪水警報発令の為、休所＞

	　　８／２０
	　川遊び（いなほとの合同企画）　【太田川】

	　　９／２４
	アクセサリーを作ろう＆外食　【ゆう＆佐野】

	　１０／１５
	スポーツ大会の練習＆外食　【佐野・勝浦】

	　１１／５
	新東障連スポーツ大会（風船バレー＆カローリング）【体育文化会館】

	　１２／１７
	　忘年会　【ゆう】

	　　１／２８
	家族との交流会【休暇村「南紀勝浦」】

	　　３／１９
	カラオケ【勝浦】


＜その他の行事＆お楽しみ企画＞
	　11/25～26
	作業所旅行　【白浜アドベンチャーワールド＆わされん仲間の文化祭】

	３／８
	お食事会への招待　【佐野食堂】


３）ニコサーでは毎週水曜日午後の５０分程であるが、作業をしないリフレッシュする時間という楽しみとなっている。主にストレッチを行い、１週間の中休みとして活用できている。
その他、散歩・話し合い・つくしんぼ歌謡祭の練習等も実施した。
４）グループホームに対するニーズの実態を把握しつつ、希望に応じて宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）の支援を実施した。宿泊出来る職員の体制が限られていたため、希望者全員の利用受入は出来なかった。
	〔宿泊体験実習　利用実績〕

利用者　３人　／　延宿泊日数　１５日　／　職員同泊等支援　６日


　　５）必要に応じて、本人や家族と相談支援事業所との仲立ちとなり、「障害福祉サービスの活用」につなげ余暇や生活面でも豊かな生活につながる事を大切に出来るようすすめていった。
５．利用者への提供サービス
〔個別支援計画〕

・「個別支援計画」を策定し、計画の実施、並びに適時見直しを実施した。
・「個別支援計画」・・・平成２８年　３月１０日　策定会議開催
・「モニタリング」・・・平成２８年　９月３０日、１０月５日　第１回モニタリング会議開催
                          平成２９年　２月１７日　第２回モニタリング会議開催
〔 日 課 〕
　　　「平成２８年度事業計画書」のとおり実施した。

〔作業支援〕

製パン、製菓、物品販売

単位：円
	
	2015(H27)年度実績
	2016(H28)年度実績

	年間売上金額（Ａ）
	７，３２８，４７１
	７，５８０，７７５

	年 間 経 費 （Ｂ）
	６，７４４，５３０
	７，３８０，９５７

	年間利益（Ａ－Ｂ）
	５８３，９４１
	１９９，８１８


〔工賃支給実績〕
単位：円
	
	2015(H27)年度実績
	2016H28)年度実績

	平均工賃月額
	１０，１１９
	１１，０６０

	時給換算額
	１１８．５
	１２８．６

	年間工賃総額
	２，６６１，９８０
	２，８６４，７３５

	年間支払対象者数
	２６１名
	２５９名


〔健康管理〕

年２回の健康診断を実施した。

第１回　→平成２８年　７月　４日

　　　第２回　→平成２８年１２月　５日

　　・必要に応じて通院同行支援を実施し、医療機関と連携した対応を行った。
〔 通 所 〕

　　　・自力通所の方に向け、紀伊佐野駅と佐野松原バス停の送迎を行った。
・家族の負担軽減を目的に、下里・太地方面の往復と新宮方面の帰りの毎日送迎を行った。
＊送迎体制の見直しは実施出来なかった為、今後の課題として残される。
〔給食サービス〕
・栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進に努めた。

　　　・嗜好調査等を行い、リクエストに応えた献立を行った。
以下については、関係法令を遵守し、適切な実施に努めた。

６．利用者のプライバシーの確保（個人情報管理）
７．非常災害対策（安全管理）
　　・自衛防災訓練の実施　（４月６日）（１２月２８日）
　　　自主訓練として、地震と津波、水害からの避難訓練を実施した。

　　・自衛防災訓練の実施　（６月１３日）（１月２３日）
　　　消防署の立ち会いのもと、火災からの避難・通報・初期消火訓練を実施した。

　　・救急救命訓練の実施　（８月１７日）
消防署の立ち会いのもと、救急訓練（実技講習）を実施した。
　　・消防設備法定点検の実施（９月６日）(３月２２日)
・震災（津波）対策を含めた総合的な防災計画、並びに防災対策の構築については一定の準備は完了しており、継続的な訓練を実施を行った。
どの役割を担当しても各職員が的確に実施できるよう訓練を積み重ねていく。
・防犯訓練の実施（１１月１０日）
　新宮警察署から講師派遣を受け不審者からの防犯訓練を実施した。
　出席出来なかった職員に向けて伝達研修を実施（１２月８日）

※災害対策推進員・安全管理対策推進員を配置し、利用者・職員の防災意識の高揚を図り、利用者の安全・安心・衛生保持に努めた。
８．虐待の防止のための措置
・利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
	　 ６月２５日
	障害者虐待防止・権利擁護研修会（法人内職員合同）

	　 ７月１５日
	障害者虐待防止・権利擁護研修会・伝達研修

	　 ５月２３日
６月４，５日
　 ７月３日
　 ８月２３日
１０月２２日
１２月３日
	行動障害支援者養成研修（連続研修）

	 ２月１８日
	新東障連職員研修会（行動障がいを解決するポジティブな行動支援）


※人権擁護推進員を配置し利用者・職員の人権意識の向上につなげていった。
９．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が事業所に届きやすい環境づくりをすすめた。

日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出を受け、都度改善を図
り解決を積み重ねる事で大きな苦情につながることなく１年間を終える事が出来た。
「苦情解決要綱」に則った案件として１件の苦情を受け付け、第三者委員との面談を通し解決に向けた対応を行った。
＜内容＞　・職員の配慮不足な応対について
１０．職員の支援技術の向上

①各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に努めた。
	・支援職員全体会議　　　　→　１３回開催
・職員会議　　　　　　　　→　　７回開催
・個別支援計画策定会議　　→　　１回開催
・モニタリング会議　　　　→　　３回開催
・給食会議（月１回）　　　→　１１回開催
・成人分野合同職員会議　　→　　３回開催（１１月～）


 　②職員研修の実施（支援の質の向上）
	日　程
	研修内容
	参加人数

	　 ５月２３日
６月４，５日
　 ７月３日
　 ８月２３日
１０月２２日
１２月３日
	行動障害支援者養成研修（連続研修）
	２名

	６月　１日（水）
６月　８日（水）
	法人内事業所見学
	３名
３名

	６月　９日（木）
	いなほとの実践交流会（総括）
	７名

	６月２５日（土）
	法人職員研修会（障害者虐待防止・権利擁護研修会）
	１０名

	７月　７日（木）
	リフティング研修
	７名

	７月１４日（木）
	交通安全講習
	２名

	７月２０日（水）
	食品衛生講習
	１名

	８月１７日（水）
	救命救急訓練
	７名

	９月１４日（水）
９月２８、２９日
	相談支援専門員現任者研修
	１名

	１１月１０日（木）
	防犯訓練
	１名

	１２月　８日（木）
	防犯訓練伝達研修
	５名

	１１月１７日（木）
	ノロウィルス予防講習会
	１名

	１１月２８日（月）
	高次脳機能障害の地域支援ネットワーク研修会
	１名

	１２月１０日（土）
	あんしんノート学習会（家族会と合同）
	２名

	１月２１日（土）
	わされん５ブロック学習会（地域資源を活かした仕事おこしと地域貢献）
	７名

	２月１４日（水）
	調理員研修（いなほ作業所）
	１名

	２月１８日（土）
	新東障連職員研修会（行動障がいを解決するポジティブな行動支援）
	４名

	２月２５日（土）
	発達セミナー（全障研）
	３名

	３月１１日（土）
	ケアマネジメント連携実践研修
	１名

	※迅速・正確・丁寧な実務力の獲得をめざし、この方針を達成させるための知識や援助技術の修得をはかり、社会人として、福祉の専門職員としての質の向上に努めた。
※代表で研修に参加した場合は、後日の職員会議内で伝達研修（報告）を行い、学んだ事を共有出来る機会を設けた。


③正規職員３名の有資格状況
　　　精神保健福祉士　　　　　　　　有資格者　１名
　　　介護福祉士　　　　　　　　　　有資格者　１名

サービス管理責任者（ 就  労 ）有資格者　３名

　　　サービス管理責任者（地域生活）有資格者　２名

　　　サービス管理責任者（生活介護）有資格者　３名
　　　甲種防火管理者　　　　　　　　有資格者　２名

相談支援専門員　　　　　　　　有資格者　１名

１１．家族会の運営

→開催日（５月１０日・７月１２日・９月６日・１１月１日・１月１０日・３月７日）６回開催

　　※　４月１４日　ぜんち・あんしん保険説明会を開催
　　※１２月１０日　あんしんノート学習会を開催
　　※　３月　７日　権利擁護学習会を開催
１２．事務・財務管理

・会計処理の適正と状況把握を定期的に実施した。
・請求事務の効率化に努めた

１３．その他の業務
１）きょうされん・わされんの運動

　  ・ブロック会議を通し、地域での障害者運動を継続していく事が出来た。

・なかまの文化祭、組織部会議への職員派遣を行った。
　　→わされん内でのスカイプを活用した会議環境の整備が実現でき、遠方への会議参加が定期的に可能となった。

・きょうされんグッズデザインコンクールで入賞した利用者の作品がカレンダーに採用され、物品販売を通して多くの方に購入してもらう機会を持てた。（地域新聞２紙に記事として取り上げてもらった）
・旅行行程にいれ、「わされんなかまの文化祭」に利用者と職員が参加出来た。
２）地域との協力

　　　・地域行事等への積極的な参加に努めた。（溝掃除、環境美化、地区防災訓練、回覧板）
　　　・見学者の受入や実習生の受入を行った。
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